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令和６年１１月１日（金） 発行者 校長 髙橋 裕一 

生徒信条 ～ 自ら判断し，実行し，責任を持とう ～ 

宇河地区新人体育大会が９月１９日（木）から２９日（日）、県新人体育大会が１０月１８日

（金）から２０日（日）、そして宇河地区駅伝大会が１０月２２日（火）に開催されました。本

校は、宇河地区大会を突破し、たくさんの生徒が県大会に出場しました。３年生から良き伝統を

受け継ぎ、一生懸命練習に励んだ成果だと思います。また、今年度立ち上げた「駅伝部」は、男

子が初出場第３位で県大会出場（１位から３位の３校が出場）の快挙を成し遂げました。また、

バドミントン部女子団体が県大会優勝・男子団体が準優勝、女子ソフトテニス部女子団体が第３

位と素晴らしい成績を収めました。その他の部活動も一生懸命大会に臨み、好成績を残しており

ます。宇河地区新人大会や県新人大会の詳細な結果に関しましては、本校ホームページをご覧く

ださい。 

 

１０月２２日 

（火）、県総合 

グラウンドにて 

 駅伝部の 

 襷リレー                      

 

                        １０月１８日（金）、日環アリーナにて 

                        卓球部男子団体１回戦の試合前 

９月１７日（火）～９月１９日（木）の朝の登校時 

に、地域学校園の御幸が原小学校、御幸小学校、平石 

北小学校、平石中央小学校において、地域学校園あい 

さつ運動が行われました。生徒会執行部や学級委員 

を中心としたメンバーが、小学生と明るいあいさつを 

交わし、楽しく交流しました。地域学校園内の小中学 

生が交流することにより、あいさつの大切さを感じ、 

あいさつへの意識を高めることができたと思います。 

また、出身小学校に行き、小学校時代にお世話になっ 

た先生方に、成長した姿を見せることができたかもし ９月１９日（木）、平石北小学校にて 

れません。今後も継続して行っていく予定です。   あいさつ運動を行う生徒たち 

 

 

  

 

 



 

 ９月３０日（月）から１０月４日（金）の５日間、２年生が社会体験学習（宮っ子チャレンジ）

に参加しました。今年度は天候に恵まれ、順調に体験活動を行うことができました。学校では得

られない貴重な学びをしてきたことと思います。受け入れてくださったたくさんの事業所の皆様、

ありがとうございました。生徒の皆さんは、この貴重な体験をしっかり振り返り、今後の進路に

生かしてほしいです。 

 

 

 

 

 

 

 １０月２５日（金）に学習発表会が行われました。昨年度は「ライトキューブうつのみや」で

行いました。とても良かったのですが、会場が少し狭く、学年全体の鑑賞ができなかったこと、

合唱コンクール以外の発表を企画できなかったことなどから、今年度はコロナ禍前と同様に学校

の体育館で行いました。学校で行うことによって、合唱コンクール以外の発表も充実していまし

た。少年の主張や英語スピーチ、平和親善大使の発表、吹奏楽部の発表、そして有志の発表と盛

りだくさんでした。それぞれが発表という大きな目標に向かって、真剣に取り組み、すばらしい

発表を披露しました。また、前・後期の執行部員は学習発表会実行委員として、開・閉開式のセ

レモニーや全体の運営に、そして、合唱コンクール実行委員は各クラスの代表者として、合唱コ

ンクールのスムーズな運営に大きく貢献しました。さまざまな活動に力を注いだ経験が今後の人

生に生きてくることと思います。 

保護者の皆様には、受付や誘導などを行っていただき、ありがとうございました。学校で行う

良さを十分味わい、本校生徒のエネルギーを十分感じ取ることができたことと思います。今後は、

コロナ禍前に行われていた PTA 主催の「フェスタ鬼怒」の要素を学習発表会の中に取り入れる

など、さらに生徒・保護者・教職員・地域が一体となるものになるよう、今後検討していただけ

ればと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


